
ZEN大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

学部・学科によって、修了要件は相違しない

令和６年度以前又は令和７年度より、履修することが必須のプログラムとして実施

現代社会と数学の2単位を修得すること

ITリテラシーの2単位を修得すること

人工知能活用実践の2単位を修得すること

⑤プログラム構成科目

必要最低科目数・単位数 3 科目

6 単位

授業科目 単位数 1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 4-6 4-7 4-8 4-9 その他

現代社会と数学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ITリテラシー 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人工知能活用実践 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

③ プログラム履修必須の有無

④ 修了要件

モデルカリキュラム対応状況

（１）必須科目（プログラムを修了する

ために必ず履修しなければならない

科目）

※卒業要件上の必修科目とは必ずし

もイコールではない

（２）選択必須科目（プログラムを修了

するために一定の条件のもと履修し

なければならない科目）

（３）選択科目（プログラムを構成する

科目のうち「必須科目」「選択必須科

目」のいずれにも該当しない科目）

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和７年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について



⑥ プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれているスキルセットのキーワード

1-1

・ビッグデータ、AI、生成AI 「現代社会と数学」（８回目）

・IoT 、ロボット「ITリテラシー」（１回目）

・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化 「現代社会と数学」（８回目）

・Society 5.0 「ITリテラシー」（１回目）

・複数技術を組み合わせたAIサービス 「人工知能活用実践」（６回目）

・人間の知的活動とAIの関係性 「人工知能活用実践」（１回目）

・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方 「ITリテラシー」（３回目）

1-6

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど） 「人工知能活用実践」（４回目）、「現代社会と数学」（８回目）、「ITリテ

ラシー」（３回目）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミー、商品のレコメンデーションなど) 「人工知能活用実践」（１回目）

・基盤モデル、大規模言語モデル、拡散モデル 「人工知能活用実践」（２回目、６回目、15回目）

1-2

・調査データ、実験データ 「人工知能活用実践」（15回目）

・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ 「ITリテラシー」（３回目）

・1次データ、2次データ 「人工知能活用実践」（15回目）

・メタデータ 「ITリテラシー」（３回目）

・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）  「人工知能活用実践」（６回目）、「ITリテラシー」（３回目）

・データ作成（ビッグデータとアノテーション） 「ITリテラシー」（３回目）

・データのオープン化（オープンデータ） 「人工知能活用実践」（９回目）

1-3

・データ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など) 「人工知能活用実践」（１回目）

・研究開発、調達、製造、物流、マーケティング、サービス 「人工知能活用実践」（１回目）

・仮説検証 、知識発見「ITリテラシー」（３回目）

・計画策定、判断支援、活動代替、新規生成  「人工知能活用実践」（１回目）

・対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コーディング支援など生成AIの応用 「人工知能活用実践」（１回目）

授業に含まれている内容・要素

（１）現在進行中の社

会変化（第４次産業

革命、Society 5.0、

データ駆動型社会

等）に深く寄与してい

るものであり、それが

自らの生活と密接に

結びついている

（２）「社会で活用され

ているデータ」や

「データの活用領域」

は非常に広範囲で

あって、日常生活や

社会の課題を解決す

る有用なツールにな

り得るもの



1-4

・データ解析：予測、パターン発見、最適化、モデル化とシミュレーション・データ同化 「ITリテラシー」（３回目）、「現代社会と数学」（１回目、３回目）

・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化 「人工知能活用実践」（15回目）

・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など「ITリテラシー」（４回目）、「人工知能活用実践」（６回目）

・特化型AIと汎用AI、今のAIで出来ることと出来ないこと 「人工知能活用実践」（１回目）

・AIとビッグデータ 「現代社会と数学」（８回目）

・認識技術、ルールベース、自動化技術 「ITリテラシー」（３回目）

・マルチモーダル（言語、画像、音声 など）  「人工知能活用実践」（６回目）

・生成AIの活用（プロンプトエンジニアリング） 「人工知能活用実践」（２回目）

1-5

・データサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解

決に向けた提案） 「人工知能活用実践」（９回目、10回目）

・教育、芸術、流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介「人工知能活用実践」（４回目）

3-1

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues） 「人工知能活用実践」（15回目）

・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト 「人工知能活用実践」（15回目）

・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護 「人工知能活用実践」（15回目）

・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断） 「人工知能活用実践」（15回目）

・データバイアス、アルゴリズムバイアス  「人工知能活用実践」（15回目）

・AIサービスの責任論  「人工知能活用実践」（15回目）

・データガバナンス 「人工知能活用実践」（15回目）

・データ・AI活用における負の事例紹介 「ITリテラシー」（３回目）

・生成AIの留意事項（ハルシネーションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・氾濫 など）  「人工知能活用実践」（１回目）

3-2

・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性） 「ITリテラシー」（10回目）

・ユーザ認証とパスワード、アクセス制御、悪意ある情報搾取 「ITリテラシー」（２回目）

・暗号化と復号 「ITリテラシー」（10回目）、「現代社会と数学」（７回目）

・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介 「ITリテラシー」（２回目）

・サイバーセキュリティ 「ITリテラシー」（10回目）

（４）活用に当たって

の様々な留意事項

（ELSI、個人情報、

データ倫理、ＡＩ社会

原則等）を考慮し、情

報セキュリティや情

報漏洩等、データを

守る上での留意事項

への理解をする

（３）様々なデータ利

活用の現場における

データ利活用事例が

示され、様々な適用

領域（流通、製造、金

融、サービス、インフ

ラ、公共、ヘルスケア

等）の知見と組み合

わせることで価値を

創出するもの



2-1

・データの種類（量的変数、質的変数） 「ITリテラシー」（３回目）

・データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「ITリテラシー」（３回目）、「現代社会と数学」（８回目）

・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い） 「ITリテラシー」（３回目）

・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値 「ITリテラシー」（３回目）

・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡） 「ITリテラシー」（３回目）、「現代社会と数学」（８回目）

・層別の必要なデータ 「現代社会と数学」（10回目）

・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出） 「ITリテラシー」（３回目）

・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない） 「現代社会と数学」（１回目）

2-2

・データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図） 「現代社会と数学」（８回目）

・処理の前後での比較 「人工知能活用実践」（15回目）

・A/Bテスト 「ITリテラシー」（３回目）

・不適切なグラフ表現 「人工知能活用実践」（15回目）

・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など） 「現代社会と数学」（８回目）

・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成、プレゼンテーションなど）「人工知能活用実践」（13回目、14回目）

2-3

・データの取得（機械判読可能なデータの作成・表記方法） 「人工知能活用実践」（９回目）

・データの集計（和、平均）  「現代社会と数学」（10回目）

・データの並び替え、ランキング 「現代社会と数学」（10回目）

・データ解析ツール（スプレッドシート、BIツール）  「現代社会と数学」（10回目）

・表形式のデータ（csv） 「人工知能活用実践」（９回目）

⑦プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

本プログラムでは、学生がAIやデータサイエンスを理解し、AIを「つかう」人材として、社会やビジネスの課題解決に活用できる基礎的能力を体系的

に修得することができる。

1. 情報リテラシー力：ICTを安全かつ効果的に活用し、情報の収集・整理・発信を適切に行う力

2. 数学的思考力・データ理解力：現代社会の課題を数理的に分析・解釈する力を養う。基本統計量やグラフを正しく解釈できる力

3. AI活用能力：AIを「つかう」ことにフォーカスをおき、生成AIを目的に応じて活用できる力を修得するとともに、その利用に伴う倫理的・社会的な側

面への配慮を行う姿勢

（５）実データ・実課

題（学術データ等を

含む）を用いた演習

など、社会での実例

を題材として、「デー

タを読む、説明する、

扱う」といった数理・

データサイエンス・ＡＩ

の基本的な活用法に

関するもの



様式２

①プログラム開設年度 令和7 年度（和暦）

②履修者・修了者の実績（「学生数」「入学定員」「収容定員」は令和７年５月１日時点で記載）

うち女性 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

知能情報社会学部 4,004 1,361 3,500 14,000 1,123 673 1,123 8%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 4,004 1,361 3,500 14,000 1,123 673 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,123 8%

履修率

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

学部・学科名称
学生数 入学

定員

収容

定員

令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 履修者数

合計



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

①

(常勤） 35 人

（非常勤） 41 人

②

4 人

③

（責任者名） 渡邉 聡

（役職名） 知能情報社会学部長

④

（名称） FD・SD委員会

⑤

（名称） 「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」実施要項

⑥

プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

体制の目的

本体制は、授業内容および教育方法の継続的な改善を行うとともに、日々進展するAIやデータサイエンス分野の最新の知識・技術

を適切に教育課程へ取り入れることを目的とする。これにより、学生が社会で活用可能な知識・技能を修得できるよう、教育の質の

向上とプログラムの進化を図る。

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

全学の教員数

プログラムの授業を教えている教員数（令和７年度）

プログラムの運営責任者

プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）



⑦

⑧

令和７年度履修率 8%

令和８年度予定 32%

令和９年度予定 48%

令和10年度予定 64%

令和11年度予定 80%

⑨

本プログラムを構成する3科目は全学共通の必修科目として位置づけられており、学部・学科を問わず全ての学生が卒業までに必

ず履修する体制となっている。そのため、希望する学生全員が受講可能であることが制度上担保されている。

また、各科目の履修についてもオンライン配信の授業である特性上、履修者数の上限等を設定しておらず、また年に2回開講してい

ることから、受講機会が制限されることはなく、希望する全員が受講可能な状態となる。

具体的な構成員

委員長　渡邉聡（知能情報社会学部長・教授）

委員　作道直幸（准教授）

委員　平田まり（法人本部長）

委員　台野郁朗（事務部門副本部長）

委員　藤森志保（学事部門副本部長）

履修者数・履修率の向上に向けた計画 

具体的な計画

令和7年度は開学初年度であり、前期のみの実績値であるため履修率は8%となっている。しかし、本申請科目は卒業要件である必

修科目であるため、後期および次年度以降の再履修を含め、最終的には全学生が履修する計画である。

令和8年度以降は、学生の年次進行に伴い、1年次に未履修であった学生や再履修者が加わること、および学内アドバイザーによ

る履修指導（履修推奨）を徹底することで、各年度の履修者数が積み上がり、履修率（累積）は着実に向上していく。

具体的には、令和8年度には32%を見込み、以降は年次進行に合わせて年間約16%ずつの着実な増加を計画している。令和9年度

以降は学習支援体制をさらに強化し、令和10年度には目標である64% を達成、完成年度である令和11年度には80%以上の履修率

（実質的な全学生の修得）を目指す。

学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等



⑩

⑪

⑫

できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

本学では、学生が確実に履修・修得できるよう、クラス・コーチを設けている。クラス・コーチは各学生の履修状況、単位修得状況、

授業進捗状況を定期的に確認し、必要に応じて個別に連絡を行い、学修のつまずきや履修漏れを防止している。また、履修計画や

学習方法に関する相談にも応じ、全学生が円滑に学修を進められるよう支援体制を整えている。これにより、履修率および単位修

得率の向上につながっている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学の授業は独自のLMSである「ZEN Study」を通じて受講する仕組みとなっており、学生は授業内容に関する質問を「ZEN Study」

上で行うことができる。

投稿された質問と回答はすべての受講生に公開されるため、学生は自身の疑問がすでに解決済みかを事前に確認できる仕組みと

なっている。

また、アカデミック・アドバイザーやティーチング・アシスタントが原則24時間以内に回答を行う体制を整えており、学習上の不明点

が長期間放置されることを防いでいる。これにより、非同期型授業における弱点を補完し、円滑な学習の進行と単位修得を支援して

いる。

できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本プログラムを構成する科目は「導入科目」として全学共通の必修科目に位置づけられているため、全学生が卒業までに必ず履修

することとなっている。「導入科目」は本学における学びの全体像と学修を進めるための方法を教える科目と、本学が扱うあらゆる

学問領域における学修の出発点となる科目として設定されていることから、入学後早い段階で履修するよう、履修モデルを使用し学

生に提示している。加えて、新入生オリエンテーションや入学当初に実施する履修ガイダンス、シラバス・大学ポータルサイトを通じ

て必修科目であることを明確に周知し、学生が早期の段階で確実に履修できるよう取組みを行っている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

① 自己点検・外部評価委員会

若山 正人

自己点検・外部評価委員会委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

本プログラムの履修・修得状況については、履修・成績に関するシステムを通じて把握し、これらをもとに、

毎学期終了後にとりまとめ履修者数・単位修得率・未修得者の属性等を集計・分析し、FDSD委員会におい

て共有する。結果に基づき、クラスコーチやアカデミックアドバイザーによるフォロー体制を強化するなど、

次の履修指導・学修支援の改善につなげる。上記が適切に運用されているかを自己点検・外部評価委員会

が確認し、必要に応じて体制の見直しを行う。

令和7年度の春学期の履修・修得状況の報告は未了であるが、単純集計の結果、本プログラムを構成する

3科目を全て履修している人数は1,123名であり、そのうち673名が本プログラムを修了している。

学修成果

各科目では、学修目標に対応した評価基準を明確化し、定期試験、成果物やレポート等を組み合わせて評

価を行う。評価結果の分布をFDSD推進委員会で検証し、学修到達目標に対する達成状況や評価方法の

妥当性を点検する。必要に応じて課題内容等を見直し、学生の学修成果が適切に向上するよう継続的に改

善を図る。上記体制が適切に運用されているかを自己点検・外部評価委員会が確認し、必要に応じて体制

の見直しを行う。

令和7年度春学期の本プログラムを構成する3科目のそれぞれの履修者と単位修得状況について、「ITリテ

ラシー」の履修者は3,922名で単位修得率は76%、「現代社会と数学」の履修者は1,555名で単位修得率は

74%、「人工知能活用実践」の履修者は2,507名で単位修得率は65%である(補足資料1)。

学内からの視点

自己点検・評価について

プログラムの自己点検・評価を行う体制

（責任者名）

（役職名）

自己点検・評価の視点



学生アンケート等を通じた学生の内容

の理解度

毎クオーター毎に授業評価アンケートを実施し、内容の理解度や難易度に関する情報を収集している。

授業評価アンケート結果は教員個人にフィードバックするとともに、授業制作を行う教育開発部教育開発課

およびFD・SD推進委員会で全体傾向を分析し、他の授業と比較している。改善の余地があるとされた授業

については、説明方法や教材の改善、補助資料や確認テストの追加など具体的な改善策を講じる。また、

次年度以降も同様の指標を継続的に追跡し、改善の効果検証を行う。上記体制が適切に運用されているか

を自己点検・外部評価委員会が確認し、必要に応じて体制の見直しを行う。

令和7年度春学期の本プログラムを構成する3科目のそれぞれの授業評価アンケートの結果は補足資料を

参照(補足資料2)。

学生アンケート等を通じた後輩等他の

学生への推奨度

毎クオーター毎に実施する授業評価アンケートにおいて本プログラム科目の満足度や推奨度を継続的に調

査し、その結果を授業改善の指標として活用する。

推奨度が相対的に低い科目・項目については、自由記述欄の意見をもとに、授業運営、課題量、評価方

法、使用ツールなどの見直しを行う。改善後の推奨度の変化をモニタリングすることで、学生から「勧めた

い」と思われるプログラムとなるよう継続的に改善を行う。

令和7年度春学期の本プログラムを構成する3科目のそれぞれの授業評価アンケートの結果は補足資料を

参照(補足資料2)。

全学的な履修者数、履修率向上に向け

た計画の達成・進捗状況

本プログラムを構成する科目については全て必修科目であるため、学生は本学を卒業するまでに必ず全て

の科目を履修、単位修得する必要がある。

令和7年度春学期においては、履修に関するガイダンス、クラスガイダンス等の機会を通じ、早期での履修

を促進しており、本プログラムを構成する3科目全てを履修している割合は令和7年度入学者においては

28％（収容定員の8％）となっている。なお、「ITリテラシー」については3,922名（97.9％）が履修しており、秋

学期に残る2科目を履修している学生もいることから、計画達成を見込むことができる。



学外からの視点

教育プログラム修了者の進路、活躍状

況、企業等の評価

本学は令和7年4月に開学したばかりであるため、現時点においては卒業生はおらず、進路、活躍状況、企

業等の評価を確認できる状況ではない。

完成年度に向けては、キャリア・アドバイザーおよびキャリアサポートセンターと連携し、本プログラム修了

者である卒業生の進路データを継続的に収集・整理するとともに、卒業生アンケート・進路先へのヒアリング

等を通じて、社会・職場における数理・データサイエンス・AIの活用状況を把握する仕組みを設ける。この情

報をカリキュラムや授業内容の見直しに生かす。

産業界からの視点を含めた教育プログ

ラム内容・手法等への意見

現時点では実施していないが、今後、課外活動での連携先、インターンシップ受入企業や採用企業等への

ヒアリングを実施し、本プログラムで育成した能力に対する評価や追加的に求められる能力を把握する仕組

みを設ける。

各科目において、理論にとどまらず、身近なデータや社会課題を題材とした演習・事例紹介を積極的に導入

し、自分ごととして数理・データサイエンス・AIの意義を実感できる授業構成とする。

「人工知能活用実践」では、AIツールを用いた創作や問題解決の演習を継続的に拡充し、学生が成果物の

発表や共有を行える場を設ける。

「ITリテラシー」「現代社会と数学」では、社会制度・ビジネス・人文科学など多様な分野の具体例を取り上

げ、数理・データサイエンス・AIが社会・生活の中で果たす役割を理解させる。

これらの取り組みを通じ、「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を学生に認識させ、これらの成果を授業評価アン

ケートを用いて継続的に把握する。

本プログラムでは、学生にとって「分かりやすい」授業とするために、以下の取組を継続的に行う。

・「人工知能活用実践」では、ライブ映像科目の特性を生かし、最新の生成AIや関連技術の動向を適宜取り

上げるとともに、講義後にアーカイブ配信をZENStudy上に掲載し、復習しやすい環境を整える。

・「ITリテラシー」では、教員と聞き手役による対話形式や図解・デモンストレーションを計画的に取り入れ、

専門用語や抽象概念を平易な言葉に置き換えて説明する工夫を継続する。

・「現代社会と数学」では、数学に苦手意識を持つ学生を想定した構成とし、導入部で日常的な例やストー

リーを用いる。

これらの授業改善の取組について、授業評価アンケート結果や成績分布をもとに効果を検証し、FD・SD推

進委員会において具体的な授業改善の方針を検討する。

数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学ぶ

ことの意義」を理解させること

内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやす

い」授業とすること

※社会の変化や生成AI等の技術の発展を踏ま

えて教育内容を継続的に見直すなど、より教育

効果の高まる授業内容・方法とするための取組

や仕組みについても該当があれば記載



DP1 DP2 DP3 DP4

2 1 1 INT-1-A1-1030-001

2 1 1 INT-1-A1-1030-002

IT

IT 2 1 1 INT-1-A1-1030-003

2 1 1 INT-1-A1-0204-004

IT

Web

2 1 1 INT-1-A2-1234-005
IT

2 1 1 INT-1-A1-1030-006

2 1 1 INT-1-A1-0204-007
2 1 1 BSC-1-B1-1030-001 IT
2 1 1 BSC-1-B1-0204-002
2 1 1 BSC-1-B1-0204-003 IT
2 1 1 BSC-1-B1-0204-004 1 1
2 1 1 BSC-1-B1-1030-005
2 1 1 BSC-1-B1-0204-006
2 1 1 BSC-1-B1-1030-008
2 1 1 BSC-1-B1-1030-009
2 1 1 BSC-1-B1-0204-010
2 1 1 BSC-1-B1-1030-011
2 1 1 BSC-1-B1-0204-012
2 1 1 BSC-1-B1-1030-013

2 1 1 BSC-1-B1-0204-014
2 1 1 BSC-1-B1-0204-015

2 1 1 BSC-1-B1-0204-016
IT 2 1 1 BSC-1-A2-1234-007

2 1 1 INF-1-C1-1030-001 Python
Web 1 2 1 1 INF-1-C1-1030-002 Web 2

Web 2 2 1 1 INF-1-C1-0204-003
Web

1 Web 3

Python 2 1 1 INF-1-C1-0204-004
Web 2 1 1 INF-1-C1-0204-005

2 1 1 INF-1-C1-0204-006

2 1 1 INF-1-C1-1030-007 1
R

1 2 1 1 INF-1-C1-1030-008

Python

1
1 2

2 1 1 MTH-1-C1-0204-001 1 1
2 1 1 MTH-1-C1-0204-002
2 1 1 MTH-1-C1-1030-003

1 2 1 1 MTH-1-C1-1030-004
2

1 2 1 1 MTH-1-C1-0204-005 2
2 2 1 1 1 3

2 2 1 1 1
3

2 1 1 MTH-1-C1-0204-008

2 1 1 LAN-1-B1-1030-001
2 1 1 HUM-1-C1-1030-001
2 1 1 HUM-1-C1-1030-002
2 1 1 HUM-1-C1-0204-003
2 1 1 HUM-1-C1-0204-004
2 1 1 HUM-1-C1-0204-005 WEB
2 1 1 HUM-1-C1-0204-006

AI 2 1 1 SOC-1-C2-1200-001
2 1 1 SOC-1-C1-0204-002

2 1 1 SOC-1-C1-0204-003
2 1 1 SOC-1-C1-0204-004
2 1 1 SOC-1-C1-0204-005
2 1 1 ECON-1-C1-1030-001
2 1 1 ECON-1-C1-0204-002
2 1 1 ECON-1-C1-1030-003

IT 2 1 1 DIGI-1-B1-1030-001
2 1 1 DIGI-1-B1-1030-002

MTH-1-C1-1030-

MTH-1-C1-0204-

































2 1 1 DIGI-1-B1-0204-003
2 1 1 DIGI-1-B1-0204-004
2 1 1 DIGI-1-C2-0034-005

2 1 1 CAR-1-C1-0204-001

2 1 1 CAR-1-C1-1030-002

2 1 1 CAR-1-C1-0204-003
2 1 1 CAR-1-C1-0204-004

2 1 1 CAR-1-C2-1200-005
2 1 1 CAR-1-C2-1200-006
2 1 1 CAR-1-C2-0034-007
1 1 1 CAR-1-C1-1030-008
1 1 1 CAR-1-C1-1030-009
1 1 1 CAR-1-C1-0204-010
2 1 1 INF-1-C3-0034-009

2 1 1 MTH-1-C3-0034-009

1
2

1 2

2 1 1 MTH-1-C3-0034-010

Inter-universal Teichmüller Theory 2
 2

Inter-universal Teichmüller Theory 4
 4

Inter-universal Teichmüller Theory 3
 3

2 1 1 HUM-1-C3-0034-007
2 1 1 HUM-1-C3-0034-008

A 1 1 1 OPT-1-D1-1030-001
B 1 1 1 OPT-1-D1-1030-002
C 1 1 1 OPT-1-D1-0204-003
D 1 1 1 OPT-1-D1-0204-004

2 1 2 INF-2-C1-1030-001 IT
2 1 2 INF-2-C1-1030-002

Web 3 2 1 2 INF-2-C1-1030-003
Web

2 Web 4

Linux 2 1 2 INF-2-C1-1030-004
Web

4

2 1 2 INF-2-C1-1030-005
Web

4

2 1 2 INF-2-C1-1030-006

IT
Python

JavaScript 2 1 2 INF-2-C1-0204-007
2 1 2 INF-2-C1-0204-008 IT
2 1 2 INF-2-C1-0204-009 IT

Web 4 2 1 2 INF-2-C1-0204-010
Web

3

2 1 2 INF-2-C1-1030-011
Python

AI

2 1 2 INF-2-C1-1030-012

R

1

2 2 1 2 INF-2-C1-1030-013 1 3

2 1 2 INF-2-C1-1030-014

R 2 1 2 INF-2-C1-0204-015

2 1 2 MTH-2-C1-0204-001

2 1 2 MTH-2-C1-1030-002 2
2 1 2 MTH-2-C1-0204-003

3 2 1 2 2

2 1 2
2 1 2 MTH-2-C1-1030-006 3
2 1 2 MTH-2-C1-0204-007

2 1 2 MTH-2-C1-1030-008
1

2 1 2 LAN-2-B2-1200-001

IT

2 1 2 LAN-2-B2-1200-002

IT

Inter-universal Teichmüller Theory 1

MTH-2-C1-1030-

MTH-2-C1-1030-



2 1 2 LAN-2-B2-0034-003

IT

2 1 2 LAN-2-B2-0034-004

IT

2 1 2 LAN-2-B2-0034-005

IT

2 1 2 HUM-2-C1-1030-001
2 1 2 HUM-2-C1-1030-002 AI
2 1 2 HUM-2-C1-1030-003
2 1 2 HUM-2-C1-0204-004
2 1 2 HUM-2-C1-0204-005
2 1 2 HUM-2-C1-0204-006
2 1 2 HUM-2-C1-0204-007

2 1 2 HUM-2-C1-0204-008
2 1 2 HUM-2-C1-0204-009
2 1 2 SOC-2-C2-1200-001
2 1 2 SOC-2-C1-1030-002
2 1 2 SOC-2-C1-1030-003
2 1 2 SOC-2-C1-1030-004

2 1 2 SOC-2-C1-1030-005

1
2

1 2 1 2 SOC-2-C1-1030-006 2
2 1 2 SOC-2-C1-1030-007
2 1 2 SOC-2-C1-1030-008
2 1 2 SOC-2-C1-0204-009

2 1 2 ECON-2-C1-1030-001
2 1 2 ECON-2-C1-0204-002

2 1 2 ECON-2-C1-0204-003 M A
2 1 2 ECON-2-C1-0204-004
2 1 2 ECON-2-C1-0204-005
2 1 2 ECON-2-C1-0204-006

2 1 2 ECON-2-C1-0204-007
2 1 2 DIGI-2-C1-1030-001

2 1 2 DIGI-2-C1-1030-002

2 1 2 CAR-2-C1-1030-001

2 1 2 CAR-2-C1-0204-002
2 1 2 CAR-2-C1-0204-003
2 1 2 CAR-2-C2-1200-004
1 1 2 CAR-2-C1-1030-005
1 1 2 CAR-2-C1-0204-006
1 1 2 CAR-2-C1-0204-007

3D 2 1 2 INF-2-C3-1200-016

2 1 2 INF-2-C3-1200-017
Web

1
2 1 2 INF-2-C3-0034-018

Java 2 1 2 INF-2-C3-0034-019
Web

1

Web 2 1 2 INF-2-C3-0034-020
Web

3
2 1 2 INF-2-C3-0034-021

AI 2 1 2 INF-2-C3-0034-022

Python
×

2 1 2 INF-2-C3-1200-023 1

 × 2 1 2 INF-2-C3-0034-024

2 1 2 MTH-2-C3-1200-009

2 1 2 MTH-2-C3-1200-010

Inter-universal
Teichmüller
Theory 1

 1

Inter-universal Teichmüller Theory 3
 3

Inter-universal Teichmüller Theory 4
 4Inter-universal Teichmüller Theory 2



2 1 2 MTH-2-C3-0034-011

Inter-universal
Teichmüller
Theory 1

 1
Inter-universal
Teichmüller
Theory 2

 2
Inter-universalTeichmüllerTheory4

4

2 1 2 HUM-2-C3-1200-009
2 1 2 HUM-2-C3-1200-010
2 1 2 HUM-2-C3-1200-011

WEB 2 1 2 HUM-2-C3-0034-012
2 1 2 HUM-2-C3-0034-013
2 1 2 HUM-2-C3-0034-014
2 1 2 SOC-2-C3-1200-010
2 1 2 SOC-2-C3-1200-011

SF 2 1 2 SOC-2-C3-1200-012
2 1 2 SOC-2-C3-0034-013

2 1 2 SOC-2-C3-0034-014
2 1 2 SOC-2-C3-0034-015
2 1 2 SOC-2-C3-0034-016
2 1 2 SOC-2-C3-0034-017
2 1 2 ECON-2-C3-0034-008
2 1 2 DIGI-2-C3-1200-003 IT
2 1 2 DIGI-2-C3-1200-004
2 1 2 DIGI-2-C3-0034-005
2 1 2 DIGI-2-C3-1200-006
2 1 2 DIGI-2-C3-0034-007
2 1 2 CAR-2-C3-1234-008

2 1 2 CAR-2-C3-1234-009
2 1 2 CAR-2-C3-1200-010

A 1 1 2 OPT-2-D1-1030-001
B 1 1 2 OPT-2-D1-1030-002
C 1 1 2 OPT-2-D1-1030-003
D 1 1 2 OPT-2-D1-0204-004

2 1 3 INF-3-C1-1030-001
Web

4

2 1 3 INF-3-C1-1030-002

2 1 3 INF-3-C1-1030-003

2 1 3 INF-3-C1-1030-004
2 1 3 INF-3-C1-0204-005

2 1 3 INF-3-C1-0204-006

2 1 3 INF-3-C1-0204-007

2 1 3 INF-3-C1-0204-008

2 1 3 INF-3-C1-1030-009
R

2 1 3 INF-3-C1-1030-010

Python

1
1

2 1 3 INF-3-C1-0204-011

Python

1
1

3 2 1 3 INF-3-C1-1030-012 1

2 1 3 INF-3-C1-1030-013
2 1 3 1 2
2 1 3

2 1 3 MTH-3-C1-0204-003

2
3

Inter-universal Teichmüller Theory 3

MTH-3-C1-1030-
MTH-3-C1-0204-



2 1 3 MTH-3-C1-1030-004

2 1 3 MTH-3-C1-0204-005
2

2
2 1 3 2

2 1 3 2 2
2 1 3 2
2 1 3 HUM-3-C1-1030-001 AI
2 1 3 HUM-3-C1-1030-002
2 1 3 SOC-3-C1-1030-001

2 2 1 3 SOC-3-C1-0204-002 1

2 1 3 DIGI-3-C1-1030-001
1 1 3 CAR-3-C1-1030-001
1 1 3 CAR-3-C1-0204-002

2 1 3 INF-3-C3-1200-014
Web

4

2 1 3 INF-3-C3-1200-015

Linux
Web

4

2 1 3 INF-3-C3-1200-016

Web 2 1 3 INF-3-C3-0034-017

Linux

Web

4

2 1 3 INF-3-C3-1200-018

Web 2 1 3 INF-3-C3-1200-019

2 1 3 INF-3-C3-1200-020
2 1 3 INF-3-C3-0034-021

2 1 3 INF-3-C3-0034-022

1
1

2

2 1 3 INF-3-C3-1200-023
4 1 3 INF-3-C4-1234-024

& 4 1 3 INF-3-C4-1234-025
4 1 3 INF-3-C4-1234-026

AI 4 1 3 INF-3-C4-1234-027

1
2

3
AI 4 1 3 INF-3-C4-1234-028

2 1 3 MTH-3-C3-0034-009

2 1 3 2

2 1 3

2 1 3 MTH-3-C3-1200-012

2
3

2 1 3 MTH-3-C3-1200-013

Inter-universal
Teichmüller
Theory 1

 1
Inter-universal
Teichmüller
Theory 2

 2
Inter-universal
Teichmüller
Theory 3

 3
2 1 3 1

Wolfram 2 1 3 MTH-3-C3-1200-015

2 1 3 HUM-3-C3-1200-003

2 1 3 HUM-3-C3-1200-004

2 1 3 HUM-3-C3-0034-005

AI 2 1 3 HUM-3-C3-0034-006

MTH-3-C1-1030-

MTH-3-C1-0204-
MTH-3-C1-0204-

MTH-3-C3-1200-

MTH-3-C3-0034- 2 2

Inter-universal Teichmüller Theory 4
MTH-3-C3-0034-



2 1 3 HUM-3-C3-0034-007

4 1 3 HUM-3-C4-1234-008

4 1 3 HUM-3-C4-1234-009
4 1 3 HUM-3-C4-1234-010
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学校法人日本財団ドワンゴ学園 
FD・SD委員会規程 

 
 
（趣旨） 
第１条　本規程は、ZEN大学学則第49条第１項に基づき、FD・SD委員会（以下「委
　員会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
 
（構成） 
第２条　委員会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

（１）学部長 
（２）知能情報社会学部教員より２～３名 
（３）法人本部長 
（４）法人副本部長 

２　委員長は、委員の互選とする。委員長に支障のあるときは、委員長があらかじめ
指名する委員が、その職務を代行する。 

３　委員会が必要と認めたときは、委員会にその他の教職員を加えることができる。 
　　　 
（審議事項） 
第３条　委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、学長もしくは学部長が　
　　　決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

（１）教職員及びスタッフ（教育補助員等）の職能開発（以下、FD・SDとい
う。）の実施関する事項 

（２）FD・SDの分析に関する事項 
（３）FD・SDの推進に関する事項 
（４）その他FD・SDに関する事項 

２　委員会は、前項各号に掲げる事項について調査検討を行うため、必要に応じて常
設または特別の委員会を置くことができる。 

３　委員会は、本条第１項に規定するもののほか、学長及び学部長が掌る教育研究に
関する事項について学長もしくは学部長の求めに応じ、意見を述べることができ
る。 

 
（委員の任期） 
第４条　委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２　補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 
（委員会の招集及び議長） 
第５条　委員会は、学長もしくは学部長が本規程第３条に規定する事項について審議

する必要があると認めるときに招集する。 



２　学長もしくは学部長が必要と認めたとき、または構成員の３分の１以上の要求が
あるときは、臨時に会議を開くことができる。 

３　委員長は、会議の議長となり、議事を整理する。 
 
（定足数及び議決数） 
第６条　委員会は、構成員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は出席者の過

半数によってこれを決定する。 
２　前項の定足数には、休職中の者、その他長期にわたり出席できないものを除き、

委任状も含むものとする。 
３　議長は、委員会構成員に利害のある事項について審議するときは、当該構成員の

退席を求めることができる。 
 
（意見の聴取） 
第７条　委員会は、必要があると認めたときは、構成員以外の者の出席を求め、意見

を聴くことができる。 
 
（委員会の議事録） 
第８条　議事については、議事録を作成し、その経過及び結果を明らかにしておかな

ければならない。 
 
（事務） 
第９条　委員会の事務は、大学事務局において担当する。 
 
（改廃） 
第10条　本規程の改廃決議機関は、規程管理規程に定める。 
 
 
令和７年４月１日　制定 



ZEN大学「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」実施要項 

第1条（目的） 

この要項は、ZEN大学における数理・データサイエンス・AI教育プログラム（以下「本プログラム」
という）の実施に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

第2条（実施体制） 

本プログラムの円滑な運営及び改善を図る体制は以下のとおりとする。 

役割 委員会等 

プログラムの運営責任者 知能情報社会学部長 

プログラムを改善・進化させるための体制 FD・SD推進委員会 

プログラムの自己点検・評価を行う体制 自己点検・外部評価委員会 

第3条（プログラム内容） 

本プログラムの内容は別添のとおりとする。 

第4条（改正） 

本プログラムおよび実施要項の改正は、学長の承認を得て行う。 

以　上 

 

別添 

ZEN大学「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）」 

 

（プログラムの名称） 

ZEN大学「数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）」 

 （対象学生） 

本学の正科生 

（当該教育プログラムにおいて身に付けることのできる能力） 

本プログラムでは、学生がAIやデータサイエンスを理解し、AIを「つかう」人材として、社会やビジ
ネスの課題解決に活用できる基礎的能力を体系的に修得することを目的としている。 
具体的には、以下の能力の育成を重視する。 

1　情報リテラシー力 

ICTを安全かつ効果的に活用し、情報の収集・整理・発信を適切に行う力を身につける。 



2　数学的思考力・データ理解力 

現代社会の課題を数理的に分析・解釈する力を養う。基本統計量やグラフを正しく解釈できる力

を養う。 

３　AI活用能力 

AIを「つかう」ことにフォーカスをおき、生成AIを目的に応じて活用できる力を修得するとともに、そ
の利用に伴う倫理的・社会的な側面への配慮を行う姿勢を涵養する。 

 

（修了要件） 

プログラムを構成する科目の全ての単位を修得すること。 

（構成科目） 

No. 科目名 単位数 授業回数 

1 現代社会と数学 2 15 

2 ITリテラシー 2 15 

3 人工知能活用実践 2 15 

 

（授業の方法） 

本プログラムは、学習システム「ZEN Study」を活用し、事前収録型のオンデマンド授業、リアル
タイム配信のライブ映像授業にて展開する。 
各回の授業動画を視聴、各回に対応する確認レポートの提出を必須とし、確認レポート提出期

日後に実施される単位認定試験を受験、もしくは成果物の提出等を期日までに行い、シラバスに

定められた評価にしたがって原則60点以上の評点を取得した場合は合格（単位修得）とする。 

 

令和７年12月１日　制定 
 



学校法人日本財団ドワンゴ学園 
自己点検・外部評価委員会規程 

 
（趣旨） 
第１条　本規程は、ZEN大学学則第49条第１項に基づき、自己点検・外部評価委員会 
（以下「委員会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
 
（構成） 
第２条　委員会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 

（１）学長 
（２）知能情報社会学部教員より２～３名 
（３）法人本部長 
（４）法人副本部長 

２　委員長は、委員の互選とする。委員長に支障のあるときは、委員長があらかじ 
　め指名する委員が、その職務を代行する。 
３　委員会が必要と認めたときは、委員会にその他の教職員を加えることができ 
　る。 
　　　 
（審議事項） 
第３条　委員会は、次の各号に掲げる事項について審議し、学長もしくは学部長が 
　　　　決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

（１）自己点検・評価の実施に関する事項 
（２）自己点検・評価の分析に関する事項 
（３）自己点検・評価の推進に関する事項 
（４）その他自己点検・評価活動に関する事項 

２　委員会は、前項各号に掲げる事項について調査検討を行うため、必要に応じて 
　常設または特別の委員会を置くことができる。 
３　委員会は、本条第１項に規定するもののほか、学長及び学部長が掌る教育研究に 
　関する事項について学長もしくは学部長の求めに応じ、意見を述べることができる。 
 
（委員の任期） 
第４条　委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２　補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 
（委員会の招集及び議長） 
第５条　委員会は、学長もしくは学部長が本規程第３条に規定する事項について審議 
　する必要があると認めるときに招集する。 
２　学長もしくは学部長が必要と認めたとき、または構成員の３分の１以上の要求が 
　あるときは、臨時に会議を開くことができる。 
３　委員長は、会議の議長となり、議事を整理する。 
 



（定足数及び議決数） 
第６条　委員会は、構成員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は出席者の 
　過半数によってこれを決定する。 
２　前項の定足数には、休職中の者、その他長期にわたり出席できないものを除き、 
　委任状も含むものとする。 
３　議長は、委員会構成員に利害のある事項について審議するときは、当該構成員 
　の退席を求めることができる。 
 
（意見の聴取） 
第７条　委員会は、必要があると認めたときは、構成員以外の者の出席を求め、意 
　見を聴くことができる。 
 
（委員会の議事録） 
第８条　議事については、議事録を作成し、その経過及び結果を明らかにしておか 
　なければならない。 
 
（事務） 
第９条　委員会の事務は、大学事務局において担当する。 
 
（改廃） 
第10条　本規程の改廃決議機関は、規程管理規程に定める。 
 
 
令和７年４月１日　制定 



教育プログラムの構成
人工知能活用実践 1年次必修 (2単位)
現代社会と数学 1年次必修 (2単位)
ITリテラシー 1年次必修(2単位)

修了要件は上記科目全てを修得すること

特色

全ての授業はオンラインで開講されるため、全学に学修の機会を均等に与えることが
できる

授業作成を教員とともに行う教育開発課の職員が全ての科目にディレクターとして配
置され、質の高い授業を提供している

組織体制

数理・情報系の教員と、教育開発課の職員によって構成される「データサイエンス教
育プログラム運営委員会」が主導となり、データサイエンス系のカリキュラム全体の

整備を行う。

取組概要

⼤学等名 ZEN⼤学
教育プログラム名 ZEN⼤学「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」リテラシーレベル

申請レベル リテラシーレベル
申請年度 令和７年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

プログラムの目的

デジタル時代を生きる全ての学生がAI・データサイエンスを理解し、活用できる力を身につける
学生がAIやデータサイエンスを理解し、AIを「つかう」人材として、社会やビジネスの課題解決に活用
できる基礎的能力を体系的に修得する

身につけられる能力

- 情報リテラシー力 : ICTを安全かつ効果的に活用し、情報の収集・整理・発信を適切に行う力を身
につける。

- 数学的思考力・データ理解力 : 現代社会の課題を数理的に分析・解釈する力を養う。基本統計量や
グラフを正しく解釈できる力を養う。

- AI活用能力 : AIを「つかう」ことにフォーカスをおき、生成AIを目的に応じて活用できる力を修得
するとともに、その利用に伴う倫理的・社会的な側面への配慮を行う姿勢を涵養する。

開講されている科目の構成

- 人工知能活用実践 (必修・2単位・1年次履修を想定)
- 現代社会と数学 (必修・2単位・1年次履修を想定)
- ITリテラシー (必修・2単位・1年次履修を想定)

修了要件

プログラムを構成する科目の全ての単位を修得すること。



7 ZEN ( 1)

7 ZEN ( 2)

A B C D F Fd G

+

+

+

IT 3,922 2,997 76.42% 9.64% 24.15% 31.92% 10.71% 2.01% 0.00% 21.57%
2,507 1,635 65.22% 44.71% 11.29% 6.98% 2.23% 6.18% 0.00% 28.60%
1,555 1,155 74.28% 18.20% 23.92% 22.51% 9.65% 2.51% 0.00% 23.22%

IT 29.61% 48.75% 14.04% 6.12% 1.47% 78.37%
45.74% 42.76% 7.95% 2.41% 1.14% 88.49%
33.13% 52.61% 10.92% 2.85% 0.50% 85.73%

IT 32.45% 45.75% 14.67% 5.44% 1.70% 78.20%
35.23% 44.46% 12.22% 6.39% 1.70% 79.69%
33.25% 51.74% 10.79% 3.72% 0.50% 84.99%

IT 28.54% 44.56% 21.63% 3.06% 2.21% 73.10%
39.91% 41.76% 15.63% 1.28% 1.42% 81.68%
40.82% 41.69% 15.01% 1.61% 0.87% 82.51%


